
こ
の
議
会
の
大
き
な
議
案
と

し
て
、
我
孫
子
市
議
会
議
員

定
数
を
現
在
の
24
か
ら
21
へ削

減
す
る
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

開
会
日
冒
頭
で
討
論
・採
択
が

行
わ
れ
て
賛
成
多
数
（
賛
成
１

８
反
対
５
）
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
議
員
定
数
削
減
は
議
会

運
営
委
員
会
で
論
議
さ
れ
て

き
た
問
題
で
、
10
月
29
日
に
は

公
聴
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

公
聴
会
で
は
削
減
反
対
が
７

名
、
賛
成
は
２
名
で
し
た
。
市

民
を
代
表
す
る
議
員
の
定
数

を
削
減
す
る
と
い
う
重
要
な

問
題
と
し
て
全
市
民
的
に
論

議
す
る
と
い
う
点
で
は
不
十
分

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
す
。

一
般
質
問
は
９
日
か
ら
11
日

の
３
日
間
、
13
名
が
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
質
問
内
容
は
い
つ

も
の
通
り
多
岐
に
わ
た
る
も
の

で
し
た
。
外
国
人
児
童
に
対
す

る
日
本
語
教
育
、
空
き
家
の

現
状
と
対
策
、

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
建
設
問
題
、

令
和
８
年
度
予

算
編
成
、
湖
北

台
地
域
に
関
し

て
は
湖
北
台
図

書
館
分
館
の
貸

出
窓
口
が
湖
北

地
区
公
民
館
へ

12
月
２
日
よ
り

移
転
に
な
っ
た

問
題
。
湖
北
台

分
館
の
建
設
地

問
題
で
質
問
が

あ
り
、
市
長
か

ら
は
東
消
防
署
跡
地
や
湖
北

台
西
小
学
校
の
敷
地
な
ど
が

予
定
地
と
し
て
上
が
っ
て
い
る

が
市
民
の
意
見
が
わ
か
れ
て
い

る
の
で
市
民
の
声
を
よ
く
聞
い

て
判
断
す
る
と
答
弁
。

日
本
共
産
党
の
船
橋
優
議

員
は
夏
の
猛
暑
対
策
と
し
て

樹
木
に
よ
る
緑
被
率
や
小
中

学
校
の
環
境
整
備
、
道
路
の

整
備
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

岩
井
こ
う
議
員
は
病
気
の
た
め

一
般
質
問
は
行
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
初
日
の
議
員
定
数
削
減

の
採
択
や
最
終
日
の
採
択
に

は
出
席
し
ま
し
た
。

Ｔ
・Ｏ
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け
や
き
の
風

２
０
５
０
年
の
世
界

経
済
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
①

中
国
②
米
③
イ
ン
ド
④

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
⑤
ド
イ

ツ
⑥
日
本
⑦
英
⑧
ブ
ラ

ジ
ル
⑨
仏
➉
ロ
シ
ア
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
期
目

の
四
半
世
紀
は
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
ウ
ス
と
言
わ
れ
る
国
々
が

主
役
に
な
り
、
米
欧
は
大
き

く
後
退
し
、
ア
ジ
ア
地
域
が

世
界
経
済
を
牽
引
す
る
時
代

で
す
▼
ト
ラ
ン
プ
の
ア
メ
リ

カ
は
「
西
欧
の
こ
と
は
西
欧

で
、
日
付
変
更
線
よ
り
西
の

領
域
は
ア
ジ
ア
の
同
盟
国
で
」

と
い
い
、
米
は
北
米
・
南
米

領
域
に
集
中
す
る
と
い
う
１

９
２
０
年
代
の
モ
ン
ロ
ー
主

義
に
回
帰
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
▼
「
中
国
は
我
々
の
友

人
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な

い
か
」
と
の
米
記
者
の
質
問

に
ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
多
く
の

同
盟
国
も
友
人
と
は
言
え
な

い…

習
近
平
と
は
う
ま
く
い
っ

て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
▼

そ
ん
な
中
で
の
高
市
首
相
発

言
は
「
中
国
に
ケ
ン
カ
を
売
っ

た
大
失
態
の
発
言
だ
。
米
ソ

の
冷
戦
中
、
田
中
首
相
は
過

去
の
過
ち
を
詫
び
、
い
ち
は

や
く
日
中
国
交
回
復
を
実
現
、

未
来
に
向
け
て
共
存
・
共
栄

へ
の
道
を
切
り
開
い
た
が
、

高
市
首
相
は
真
逆
の
道
を
選

ん
で
い
る
」
と
半
田
滋
氏
は

い
う
▼
日
中
貿
易
は
日
本
の

全
貿
易
額
の
22
・
８
％
で
中

国
依
存
度
は
極
め
て
高
い

（
日
米
貿
易
は
15
・
５
％
）

中
国
敵
視
外
交
は
国
益
に
反

す
る
し
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安

定
に
も
反
す
る
。
高
市
首
相

は
発
言
を
撤
回
し
な
い
な
ら

退
陣
す
る
し
か
な
い
と
私
は

思
う

（
Ｓ
・
Ａ
）

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

日本共産党湖北台

後援会連絡所

早川 7149-0322

小野里

080-5646-9147

鈴木 7139-3421

12
月
我
孫
子
市
議
会
を
視
聴
し
て

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

高
市
政
権
は
３
ヶ
月
の

空
白
に
国
民
が
納
得
で
き

る
説
明
も
な
く
、
な
り
ふ

り
構
わ
ず
多
数
派
工
作
を

行
い
、
暮
ら
し
や
外
交
・

安
全
保
障
で
の
行
き
詰
ま

り
は
深
刻
で
す
。

私
た
ち
の
生
活
全
体
を

地
域
・
地
方
自
治
か
ら
情

勢
を
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
と
決
意
を
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
12
月
議

会
で
我
孫
子
市
議
会
は
、

議
会
制
民
主
主
義
の
根
幹

で
あ
る
「
議
員
定
数
」
を

こ
れ
ま
で
の
24
議
席
が
２

０
２
７
年
か
ら
３
議
席
減

の
21
議
席
に
改
悪
と
な
り
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
大

変
申
し
訳
な
く
、
何
と
し

て
も
「
議
席
定
数
」
だ
け

で
は
な
く
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
要
求
に
応
え
ら
れ

る
我
孫
子
市
議
会
・
行
政

へ
と
努
力
す
る
決
意
で
す
。

後
援
会
の
み
な
さ
ん
の
こ

れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
我
孫
子
市
議
会
議
員

岩
井

康

２
０
２
６
年
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

一
般
質
問
は
13
名
が
発
言

12
月
26
日
、
26
年
度
予

算
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
。予

算
規
模
は
１
２
２
・
３

兆
円
と
、
過
去
最
大
。
金
利

の
上
昇
で
国
債
費
も
過
去
最

大
。
新
規
国
債
発
行
を
30
兆

円
以
内
に
抑
え
た
と
し
て
い

ま
す
が
、
Ｇ
Ｘ
債
、
Ａ
Ｉ
債
、

子
育
て
債
な
ど
、
特
別
会
計

で
別
途
発
行
さ
れ
る
「
隠
れ

国
債
」
に
よ
っ
て
ご
ま
か
し

た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

「
台
湾
有
事
」
は
「
存
立

危
機
事
態
に
な
り
得
る
」
と

発
言
し
、
そ
の
撤
回
を
拒
否

し
た
高
市
首
相
。
予
算
の
中

身
を
見
る
と
当
初
予
算
で
初

め
て
９
兆
円
を
超
え
、
関
連

経
費
を
含
め
れ
ば
10
兆
円
規

模
と
な
る
軍
事
費
。
補
正
予

算
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
を
前
倒

し
達
成
し
た
25
年
度
に
続
い

て
、
当
初
予
算
で
も
２
％
に

迫
る
規
模
と
な
り
ま
す
。

軍
事
費
の
中
身
は
、
安
保

法
制
の
も
と
で
米
軍
と
と
も

に
戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
向

け
た
も
の
が
目
白
押
し
と
な
っ

て
い
ま
す
。
軍
事
対
軍
事
の

軍
拡
競
争
、
軍
事
的
緊
張
を

激
化
さ
せ
、
平
和
を
脅
か
す

危
険
な
予
算
で
す
。

特
定
の
国
を
あ
げ
て
「
防

衛
力
の
抜
本
的
強
化
」
を
す

る
と
い
う
高
市
政
権
は
日
本

国
憲
法
を
踏
み
に
じ
り
、
物

価
高
で
苦
し
む
国
民
を
尻
目

に
ア
メ
リ
カ
に
付
き
従
い
戦

争
す
る
国
づ
く
り
に
前
の
め

り
の
姿
勢
で
あ
り
、
断
じ
て

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
、
日
本
に
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
２
０
０
８
年
の
日

中
首
脳
共
同
声
明
の
「
互
い

に
脅
威
と
な
ら
な
い
」
を
誠

実
に
実
行
す
る
こ
と
で
あ
り
、

外
交
に
力
を
注
ぎ
戦
争
の
心

配
の
な
い
東
ア
ジ
ア
を
つ
く

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
新
し
い
年
が
平
和
の
た

め
の
外
交
に
全
力
を
挙
げ
、

東
ア
ジ
ア
そ
し
て
世
界
の
平

和
の
た
め
に
日
本
が
積
極
的

役
割
を
果
た
す
よ
う
国
民
の

声
と
運
動
を
強
め
た
い
と
考

え
ま
す
。

Ｔ
・
Ｏ

２０２６年 ４丁目から雪の日の出

議
会
冒
頭
、
議
員
定
数
が

24
議
席
か
ら
３
議
席
減
の

21
議
席
に
削
減
採
択

高
市
早
苗
自
維
政
権
の
危
険
性
と
脆
さ

日時 2026年1月24日
(土曜)14:00→16:30

場所 エスパ３階
我孫子市民プラザ

主催 【市民の声あびこ】

我孫子市議と語るつどい

日時 2026年1月27日
(火曜)14:00→16:00

場所 エスパ３階(無料)
我孫子市民プラザ

主催 【我孫子革新懇】

新春の集い

米
軍
と
戦
争
準
備
へ
平
和

を
脅
か
す
危
険
な
予
算

東
ア
ジ
ア
と
世
界
の
平
和

へ
日
本
が
積
極
的
役
割
を
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国
民
な
ど
眼
中
に
な
い
高
市
の

バ
ブ
ル
人
気
よ
破
綻
は
近
し

七
丁
目

山
野

美
津

生
き
生
き
と
い
ま
だ
に
伸
び
る
髭
な
で
て

君
は
米
寿
の
わ
れ
を
励
ま
す

五
丁
目

鈴
木

明

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
ピ
ン
ク
似
合
う
米
寿
の
女
の
暮
れ

ひ
と三

丁
目

松
永
美
穂
子

ス
キ
ッ
プ
で
親
と
一
緒
初
日
の
出

七
丁
目

山
里

歩

国
保
の
が
れ
公
金
で
キ
ャ
バ
ク
ラ
は
身
を
き
る
党

五
丁
目

一
言
有
三

我
孫
子
駅
か
ら
徒
歩
約

20
分
。
ハ
ケ
の
道
に
面
し

て
い
ま
す
。
私
は
何
度
か

訪
ね
て
い
ま
す
が
、
我
孫

子
駅
か
ら
歩
い
て
行
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
午
後
の
時
間
だ
っ
た

の
で
午
後
の
日
差
し
な
ら
、

修
復
さ
れ
た
書
斎
の
写
真

が
撮
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
ま
し
た
が
、
日

陰
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
書
斎
（
写
真
）
は
今

年
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
修
復
さ
れ
た
（
網

代
天
井
、
壁
・
障
子
・
濡

れ
縁
・
軒
ひ
さ
し
な
ど
）

と
の
こ
と
で
、
濡
れ
縁
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
書
斎
で
小
説
「
和
解
」

や
「
城
の
崎
に
て
」
「
小

僧
の
神
様
」
「
暗
夜
行
路

（
前
編
）
」
な
ど
の
代
表

作
が
執
筆
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
書
斎
の
前
に
写
っ

て
い
る
の
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
志
賀
直
哉
邸
の
母
屋

平
面
を
か
た
ど
っ
た
も
の

で
す
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作

家
の
小
林
多
喜
二
も
志
賀

直
哉
の
文
章
に
学
ん
だ
と

の
こ
と
を
何
か
で
読
ん
だ

記
憶
が
あ
り
ま

す
。
志
賀
直
哉

は

大

正

４

年

（
１
９
１
５
）

か

ら

同

12

年

（
１
９
２
３
）

ま
で
我
孫
子
に

居
住
し
執
筆
を

続
け
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
斜

向
い
に
は
白
樺

文
学
館
が
あ
り

ま
す
。
少
し
足

を
延
ば
せ
ば
杉

村
楚
人
冠
や
嘉

納
治
五
郎
な
ど
足
跡
を
訪

ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

志
賀
直
哉
邸
跡
を
訪
ね
て

(https://jcp-a
biko.com/ )

我孫子市議団
ホームページ

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９９０円
※こちらから申し込めます
日本共産党本部QRコード→

抜
本
的
な
物
価
対
策
も
な

い
ま
ま
、
大
軍
拡
を
進
め
る

２
０
２
５
年
度
補
正
予
算
が

12
月
16
日
の
参
院
本
会
議

で
与
党
の
自
民
、
日
本
維
新

の
会
に
加
え
、
国
民
民
主
、

公
明
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可

決
、
成
立
し
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
、
立
憲
民
主
党
、
賛

政
党
、
れ
い
わ
新
選
組
、
沖

縄
の
風
な
ど
は
反
対
し
ま
し

た
。
高
市
自
維
政
権
の
与
党

は
衆
院
で
過
半
数
ギ
リ
ギ
リ
、

参
院
で
は
少
数
で
し
た
が
、

国
民
民
主
、
公
明
が
衆
参
い

ず
れ
も
補
正
予
算
に
賛
成
し
、

成
立
を
後
押
し
。
両
党
の

「
補
完
勢
力
」
ぶ
り
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

25
年
度
補
正
予
算
の
一
般

会
計
の
歳
出
総
額
は
コ
ロ
ナ

禍
の
時
期
を
除
き
過
去
最
大

規
模
の
18
兆
３
０
３
４
億
円
。

財
源
の
６
割
超
に
あ
た
る
11

兆
６
９
６
０
億
円
を
国
債
の

追
加
発
行
で
賄
い
ま
す
。
緊

要
性
が
な
い
軍
事
費
を
過
去

最
大
８
４
７
２
億
円
も
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。
物
価
高
対

策
は
子
育
て
手
当
な
ど
一
時

し
の
ぎ
に
過
ぎ
ず
、
「
危
機

管
理
投
資
・
成
長
投
資
」
の

名
で
巨
額
の
大
企
業
支
援
を

行
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

共
産
党
の
岩
渕
友
議
員
は

参
院
予
算
委
員
会
の
反
対
討

論
で
、
政
府
の
経
済
対
策
と

補
正
予
算
に
は
「
円
安
と
物

価
高
か
ら
暮
ら
し
を
守
り
、

経
済
を
立
て
直
す
太
い
柱
が

な
い
」
と
批
判
し
、
消
費
税

減
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
の
廃
止

を
求
め
ま
し
た
。
（
Ｈ
・
Ｈ
）

過
去
最
大
の
軍
事
費

暮
ら
し
守
る
柱
な
し

総
務
省
は
12
月
19
日
、

自
民
党
、
立
憲
民
主
党
、
日

本
維
新
の
会
、
公
明
党
、
国

民
民
主
党
、
れ
い
わ
新
選
組
、

賛
政
党
、
社
民
党
、
日
本
保

守
党
、
チ
ー
ム
み
ら
い
の
10

党
に
今
年
最
終
分
の
政
党
助

成
金
78
億
８
４
１
３
万
円
を

支
給
し
ま
し
た
。

国
民
の
税
金
を
原
資
に
し

た
年
総
額
３
１
５
億
円
の
政

党
助
成
金
は
、
受
け
取
り
を

国
に
申
請
し
た
政
党
に
年
４

回
（
4
、
7
、
10
、
12
各

月
）
に
分
け
て
支
給
。
民
意

の
切
り
捨
て
と
な
る
国
会
議

員
定
数
の
１
割
削
減
を
狙
う

自
民
・
維
新
与
党
の
今
年
の

支
給
総
額
は
１
６
３
億
２
２

６
３
万
円
で
全
体
の
52
％
を

占
め
ま
し
た
。
与
党
は
同
日
、

税
制
改
正
大
綱
で
軍
拡
の
所

得
税
増
税
（
27
年
１
月
開
始
）

な
ど
も
決
め
ま
し
た
。
支
持

政
党
や
そ
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
国
民
の
税
金
を
政
党

が
分
け
取
り
す
る
政
党
助
成

金
制
度
は
、
憲
法
が
保
障
す

る
思
想
・
信
条
を
侵
す
憲
法

違
反
の
制
度
。
日
本
共
産
党

は
受
け
取
ら
ず
、
制
度
の
廃

止
を
一
貫
し
て
求
め
て
い
ま

す
。
（
Ｈ
・
Ｈ
）

増
税
与
党
に
年
163
億
円

憲
法
違
反
の
政
党
助
成
金

25
年
度
補
正
予
算
成
立

日本共産党は受け取らず、廃止を求める


